














































































































































































































































































































































































































































































個 人 研 究
は聖典コーランを他国語に訳すことを認めないのでアラ
ビア語で意味はわからなくとも読経し．礼拝の仕方など
は伝承されたものに従った。第二に，オランダ語を習得
していなければヨーロッパ人学校へは入れなかった。第
三に交通の未発達と海洋と島喚の国では封鎖的生活圏を
構成しており多言語をもつ。この多言語のため民族的団
結がおくれたことはアジアの国々の一つの特徴である。
　マレーシアでも子供は午前中は国民学校へ通い，午後
は塾でコーランを学ぶという生活を週5日つづけてい
る。しかも子供を国民学校へ出すには年間5ドル（第1
学年）ないし26ドル（第6学年）の教科書や，一着5ド
ルの制服がいる。貧困な生活において，この出費は耐え
がたいものであり，すべての子供が教科書をもっている
わけではない。
　むろん，さきにあげた義務教育制の一らん表もその普
及状況は大きく異なる。たとえばタイにおける都市と農
村，地域の貧富の差ははげしく初等教育の普及状況から
みると，ある地区で85％あれば他の地区では18．5％とい
う地区差がある（津田玄一郎・アジア的人間の世界，
158頁参照）。インドでもデリーでは75％であるに対し辺
境では3。7％といった格差がある。とりわけ僻地におけ
る教育は困難をきわめている。またイソドのように州ご
とに母国語を異にする場合はその格差の是正はいっそう
困難である。小学校入学後40％ぐらいの退学老の出るの
はめずらしくない。タイでも小学校1・v4年の落第率は
20％（1964年），とくに農村では30～40％に達している。
とくにインド，パキスタン，バングラデシュ，ビルマ，
ラオスなどの落第率（退学者）が高い。その原因には貧
困が第一の理由としてあげられている。
　学校教育の充足率の点からみると，一般に義務教育年
齢の低い国は国民所得が低い。ヨーロッパ方式の学校で
は，まず教師が必要であり，その教師を養成する学校が
必要であり，さらに教員養成のための高等教員を終了し
た教員が必要である。そのうえ学校の建設と用具を具え
るには，まず貧困を解消しなければならない。いずれに
しても巨大な財政的負担を要する．貧困であることが学
校教育を貧弱にしている。
　しかし，一方では，たとえば．インドでは19世紀はじ
めベンガル州だけで初等学校が10万もあり，人口400人
につき一校の学校があったといわれる。それが植民地支
配で衰退した（世界教育史大系6参照）。この指摘が正
しいとすれば，植民地支配が愚民化作用を施したといえ
る。インドでは英語を学習した者のみがエリートであ
り，上級学校はすべて英語でなされていることを考える
と，英語を話せない大衆に対する学校教育が衰退した事
情を知ることができる。
　このことはインドに限らず，他の若干のアジアの国に
ついてもいえる。せっかく文盲一掃の努力を重ね，自国
語の読み書きを覚えても，それを利用する機会が乏し
く，習得した能力もやがて消失してしまう。そのために
は経済的・社会的・文化的条件が伴わなければならな
い。富の平均化，工業化，都市化，国民意識の高揚など
が平行しなければならない。単に教育の普及のみで足り
るものではない。たとえ無償の義務教育であっても，7
～8歳になれば自分で稼がねばならない多くのアジアの
少年の貧しさが基本的に問題である。
　ところで，ヨーロッパの教育は知的であり，読めるこ
とが教育の尺度であるに対し，アジアの教育は文盲率の
割合で評価すべきでないとの考え方がある。たとえぽイ
ンドでは教育とは人間が話すことにより教え込むことに
あり．「聞く」ことが尊重されてぎたという。人間と人
間のふれ合いが重大視されてきた。ガンジーは読みかき
は教育の本質ではないとし，イギリスにより導入された
ヨーロッパ的エリート教育を批判した。インドでは石盤
をもって学校へ通う少年たちが現在でもみられる。たし
かに知識の伝授だけが教育の本質でないことはいうまで
もない。それは，わが国における，こんにちの進学中心
のつめ込み教育の実体をみれば自ら明らかである。むし
ろ，こんにちの学校教育のあり方が少年たちを非行に追
いやっているとの指摘は，わが国についていえば的を射
ている。
　しかし，筆者はこのことが現在の日本を除くアジアの
諸国の教育について当てはまるとはおもわないし．当て
はめてはならないとおもう。先きにも述べたようにヨー
ロッパ式学校教育のみの先導する社会に弊害が生ずるこ
とは認められても，識字能力のない人間は経済的，物質
的繁栄を享受する機会がない。西欧型教育は，ある意味
では人間を現実的，利益追及的，合理主義者に仕上げて
いくという弊害を伴うが，それは教育のあり方の問題で
あってアジアにおいて西欧型教育の普及を必要としない
ということではない。現代における文化は世界のどの国
の人間も享受する資格がある。学校教育は石盤ではなく
エンピッと紙で専門的教師が教え込むべきである。アジ
アの多くの国においては，そのあたり前の教育が未だに
達せられていない。たしかにアジアのどの学校において
も日本でみられるような登校拒否や校内暴力はない。し
かし，そのような問題も起せない現状にあるのがアジア
の少年たちである。
　ま　と　め
　アジアはヨーロッパの石で代表される自然とくらべ緑
で代表されるごとく自然に恵まれている。自然との闘い
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ではなく，自然との調和の中で人間は工夫をこらして生
きてきた。そうした背景にあってアジアはおしなべて戦
闘的でない。しかし近代化の波はアジアの農村にも急速
におしよせつつある。タイにしてもインドネシアにして
もバンコックやジャカルタはもはやアジアそのものでは
ない。同じく農民にあっても文明の利器が生活のテンポ
をくるわせ，自然とともに生きるという伝統的価値意識
はもろくもくずれつつある。農民もこうした文化の波及
に対し，いつまでも自然のなかで忍従し，貧しい生活を
甘受したいと願っているわけではない。望むらくは自然
との調和においての近代化を待っている。しかし，ある
国の国民性だけがこのスピードを調和のうちに消化でぎ
るかどうかは疑問である。調和への努力は必要であろう
が，不調和をおそれてアジア人だけが，いぜんとして自
然のなかで原始生活を強いられていることが是認されて
はならない。公害，物価高など数限りない弊害があるに
しても，カラーテレビをみたいという人間の夢は等しく
享受されなければならない。アジアは自然に恵まれてお
り，争いを好まない人間である故に，近代文明からはな
れ，自然とともに静かに原始生活を送ることが幸せであ
るということにはならない。自然を自然のまま放置する
ことは幸せに連なるものではない。自然は，あるときは
洪水となり農地を流し，生命を奪う。近代科学は自然に
向い災害から人間の生命を守ることができる。自然を人
間の生存に変えることによってのみ人間の幸せがある。
　近代化は人間を悪くする。非行についていえば必然的
にその増加をもたらす。しかし．たとえ非行は増加しよ
うとも最低限の自然との調和において人間の生活は近代
化されなければならない。非行の抑制とその措置は近代
社会の病気の一つとして近代社会においてのみ措置され
なければならない。アジアにおいて非行がいぜんとして
問題とされていないのは社会が近代化されていないから
である。これは別の点でいえば近代化一法律による一に
よる援助をうけていないことを証拠づけている。非行は
非公式的な宗教，慣習といったコントロールによるので
はなく，社会問題として顕現されなければならない。重
ねていえば，アジアに少年非行の少ないのは貧困のた
め，宗教という一種の麻薬の力のため，教育をうけてい
ない無知のため非行そのものを犯す原動力に欠けている
ためであり，非行を非行として社会問題にするに至って
いない非近代性にある。アジアに少年非行の増加するこ
とがアジアの人間的目覚めを証拠だてるものであるとで
もいうべきではなかろうか。
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